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＜要　約＞
　本研究では、小学生を対象に、縦割り学級における心理的欲求の充足を測定する尺度を作成する
ことを目的とした。対象者は、小学３～６年生418名であった。自己決定理論（Deci & Ryan, 2016）
にもとづき、縦割り学級における自律性欲求の充足、有能感欲求の充足、関係性欲求の充足の３下
位尺度を設定した。確認的因子分析の結果、想定した３因子構造が確認された。また、縦割り学級
における心理的欲求の充足と縦割り学級での楽しさとの関連を検討したところ、学年によって異な
る心理的欲求の充足が関連していた。学年ごとの縦割り学級の経験の特徴について論じた。
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問題と目的
　近年の学校現場では、異学年どうしのかかわ
りが重視されている。特別活動の一環として異
学年交流を行ったり、縦割り班での活動を設定
している学校は少なくない。そのため、異学年
の仲間との交流や協同的な活動をどのように経
験しているかは、児童の学校生活や適応に少な
からず影響を及ぼすと考えられる。
　児童が学校生活の諸側面をどのように経
験しているかを捉える視点として、心理的
欲求の概念が有用であると考えられる。自
己 決 定 理 論（self-determination theory: Deci & 
Ryan, 2016）では３つの基本的な心理的欲求
（basic psychological needs）を想定している。３
つの心理的欲求とは、自律性欲求（need for 
autonomy）、有能感欲求（need for competence）、
関係性欲求（need for relatedness）である。自律
性は、自身の行動に対する指し手の感覚であり

（deCharms, 1968）、自律性欲求は、自身の行動
を自ら決定し、行動の起源でありたいという欲
求である。有能感は、社会的環境と効果的に相
互作用する能力を指し（White, 1959）、有能感欲
求は、様々な活動を通して能力を高めたいとい
う欲求である。関係性は、他者との情緒的なつ
ながりや所属の感覚であり（Baumeister & Leary, 
1995; Ryan & Powelson, 1991）、関係性欲求は、
他者とあたたかい関係を築きたいという欲求で
ある。
　心理的欲求は、様々な環境的要因や日常の
経験が動機づけに影響するプロセスを説明す
るための要因として想定されている。人はこ
の３つの心理的欲求を基本的な内的資源とし
てもっており、教室の学習環境が心理的欲求
を満たすとき、児童・生徒は活動に対して積
極的に取り組むことができる（Nimiec & Ryan, 
2009; Reeve, Ryan, Deci, & Jang, 2008）。これま
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で、教師からの自律性支援や積極的な関与が、
児童・生徒の内発的動機づけを促すことが明
らかにされており（d’Ailly, 2003; Deci, Schwartz, 
Sheinman, & Ryan, 1981; Jang, Kim, & Reeve, 2012; 

岡田，2014）、その効果は児童・生徒の心理的
欲求が満たされることによって生じているとさ
れている。
　児童の仲間関係についての研究では、仲間と
の関係の良好さが学業に対する積極的な取り組
みや学業達成の予測因子であることが明らかに
されている。Wentzel（2009）は、良好な仲間関
係は、情緒的なサポートや安心感を与えること
で学習に対する動機づけを促すとしている。ま
た、Ladd, Herald-Brown, & Kochel（2009）による
と、仲間から拒絶された児童は、自己を社会的
にも学業的にも有能ではないと認知すること
で、学業をはじめとする学校での活動に対する
取り組みが抑制されるとしている。これらの指
摘は、仲間との相互作用における心理的欲求の
重要性を示唆するものと理解することができ
る。心理的欲求を満たすような仲間との相互作
用が、後の学習に対する動機づけに大きく影響
するのである。
　心理的欲求を満たすような仲間との相互作用
の重要性は、異学年集団での活動においても同
様であると考えられる。異学年集団では、認知
能力や知識量が異なる児童が混在するため、通
常の学級以上に他者の欲求や目標に目を向け、
効果的に相互作用を行うことが求められる。岡
田（2017）は、縦割り学級での話し合い場面を
観察し、各学年の児童がそれぞれ異なる役割を
もちながら、学級集団として活動を自己調整す
る様子を描出している。そういった集団として
の自己調整の過程について、個々の児童の内面
に注目すると、異なる学年の児童との相互作用
のなかで、自分を表現できたという自律性の欲
求や、うまく仲間と関わることができたという
有能感の欲求、学級の仲間とよい関係を築けた
という関係性の欲求が満たされていると推察さ
れる。
　本研究では、異学年集団である縦割り学級に
おける心理的欲求の充足を測定する尺度を作

成することを目的とする。縦割り学級におけ
る心理的欲求をTable１のように定義する。ま
た、作成された尺度を用いて、心理的欲求の充
足と縦割り学級の楽しさとの関連を検討する。
自己決定理論において、心理的欲求の充足は
ウェルビーイングを促すことが想定されている
（Deci & Ryan, 2016; Reis, Sheldon, Gable, Roscoe, 
& Ryan, 2000）。そのため、縦割り学級におい
て心理的欲求が充足されることは、縦割り学級
での楽しさと関連することが予想される。心理
的欲求の充足の相対的な影響力は、学年によっ
て異なる可能性もある。しかし、これまで異学
年集団での心理的欲求の充足の効果を調べた研
究はみられないため、学年間の差についての予
測を立てることは難しい。本研究では、縦割り
学級における心理的欲求の充足と縦割り学級の
楽しさとの関連の学年差について、探索的に検
討することとする。

方法
対象者
　国立大学法人A大学教育学部の附属小学校
に通う３～６年生児童418名（男子213名、女子
205名）に回答を求めた。内訳は、３年生105
名（男子51名、女子54名）、４年生98名（男子51
名、女子47名）、５年生108名（男子56名、女子
52名）、６年生107名（男子55名、女子52名）で
あった。協力校では、週当たり１時間（45分）
の縦割り学級での活動が年間を通して行われて
おり、異学年での交流を多くもっている（岡田・
黒田・石井・橘・玉木・檜原・堀場・前場・山
西，2016）。
質問紙
　縦割り学級における心理的欲求の充足を測
定する尺度を作成した。項目は、Table１の定
義をもとに、Deci & Ryan（2016）の概念的定義、
大久保・長沼・青柳（2003）、Jang et al.（2012）、
Hänze & Berger（2007）の尺度項目を参考に作成
した。また、作成した項目について、協力校の
担当教諭と協議を行い、児童が無理なく回答で
きるように表現の修正を行った。最終的に自律
性欲求の充足、有能感欲求の充足、関係性欲求
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の充足の３下位尺度各３項目の合計９項目から
なる尺度を作成した。教示は、「同じ学年の友
だちや違う学年の友だちと、いっしょに学んだ
り、いろいろな活動をしたりするとき、次のこ
とをどれぐらい感じますか」であり、「１：まっ
たくあてはまらない」から「４：よくあてはまる」
の４件法で回答を求めた。また、縦割り学級の
楽しさを尋ねる項目「縦割りの学級で、楽しく
過ごせています」を併せて実施した（４件法）。
手続き
　調査は学級担任によって実施された。表紙に
は、正しい答えや間違った答えはないこと、回
答は学校の成績と関係のないことなどを明記し
た。実施した学級担任の教諭は、質問紙の内容
をみずに封筒に入れて回収した。

結果
縦割り学級における心理的欲求の充足尺度の確
認的因子分析結果
　縦割り学級における心理的欲求の充足尺度
９項目に対して確認的因子分析を行った。３
つの心理的欲求の充足に相当する潜在変数を
設定し、それぞれ３項目ずつを観測変数とし
た（Figure１）。因子間にはすべて共分散を設定
した。分析には項目間の分散共分散行列を用
い、パラメータの推定は最尤法によって行っ
た。分析の結果、適合度について、χ２値は有意
であったが（χ２（24）＝45.22，p＜.001）、CFI＝.99、
RMSEA＝.05、SRMR＝.02、SBIC＝7748.19と十
分な値が得られた。また、代替的なモデルとし
て、心理的欲求の充足に相当する１つの潜在変
数を想定するモデルについても検討した。適合
度は、χ２値は有意であったが（χ２（27）＝114.58，
p ＜ .001）、CFI ＝ .95、RMSEA ＝ .09、SRMR

Table１　縦割り学級における心理的欲求の充足

心理的欲求 定義

自律性欲求の充足 縦割り学級において、自分の意見を自由に表明したり、自分の意志で他者と
相互作用できているという感覚。

有能感欲求の充足 縦割り学級において、他者とうまく相互作用し、その中でお互いの学習を深
めることができているという感覚。

関係性欲求の充足 縦割り学級において、様々な学年の仲間とよい関係を築き、お互いに気づか
い合うことができているという感覚。
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Figure 1 縦割り学級における 3 つの心理的欲求の充足に相当する 3 因子を想定するモデル 
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Figure１　縦割り学級における３つの心理的欲求の充足に相当する３因子を想定するモデル
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＝.04、SBIC＝7808.96と一定の適合を示す値が
示された。しかし、３因子モデルより適合は悪
かったため（Δχ２（３）＝69.36，p＜.001）、３つ
の心理的欲求の充足に相当する３因子モデルを
採択した。各項目の因子負荷量をTable２に示
す。
　下位尺度の信頼性係数の推定値を求めた。自
律性欲求の充足の α係数が.80、ω係数が.79、
有能感欲求の充足のα係数が.82、ω係数が.83、
関係性欲求の充足のα係数が.75、ω係数が.75
であった。十分な信頼性が示されたため、そ
れぞれ３項目の合計得点を下位尺度得点とし
た（Table３）。また、学級による級内相関係
数を算出したところ、自律性欲求の充足（ICC

＝.007）、有能感欲求（ICC＝.000）、関係性欲求
（ICC＝.005）のいずれも.01以下の小さい値であ
り、学級による分散はほとんどないといえる。
縦割り学級における心理的欲求の充足の学年差
　縦割り学級における心理的欲求の充足の各
下位尺度の得点について、性別×学年ごとの
平均値を算出し、２要因分散分析を行った
（Table４）。
　自律性欲求の充足については、学年の主効果
（F（3，409）＝4.42，p＜.01，偏 η２＝ .03）が有
意であった。性別の主効果（F（1，409）＝1.67，
n.s.，偏η２＝.00）と交互作用（F（3，409）＝1.13，
n.s.，偏η２＝.01）は有意ではなかった。学年の
主効果については、３年生が４年生より高かっ
た。
　有能感欲求の充足については、性別の主効果
（F（1，408）＝10.62，p＜.001，偏η２＝.03）、学
年の主効果（F（3，408）＝4.43，p＜.01，偏η２

＝.03）が有意であった。交互作用（F（3，408）
＝1.02，n.s.，偏η２＝.01）は有意ではなかった。
性別の主効果については、男子より女子が高
く、学年の主効果については、３年生が４年生

Table３　�縦割り学級における心理的欲求の充
足尺度の記述統計量と相関

Mean SD １ ２
１．自律性欲求の充足 9.41 2.19
２．有能感欲求の充足 9.97 2.14 .71＊＊＊

３．関係性欲求の充足 9.95 2.08 .61＊＊＊ .70＊＊＊

＊＊＊p＜.001

Table２　縦割り学級における心理的欲求の充足尺度の確認的因子分析結果

項目 F1 F2 F3 Mean SD

自律性欲求の充足
３�．友だちといっしょに活動するときに、自分のおもったこ
とを安心していえる .80 3.23 0.85

１�．自分のおもっていることや感じていることを、自由に表
現できているとおもう .74 3.00 0.91

２．何をするかを、自分で決めることができているとおもう .71 3.17 0.85
有能感欲求の充足
５�．友だちと学んだり、活動したりするときに、うまく友だ
ちと協力することができている .85 3.40 0.81

４．友だちといっしょに、いろいろなことを学べている .77 3.45 0.79
６．友だちの役に立つことができている .74 3.12 0.89
関係性欲求の充足
９．友だちは、自分のいったことをわかってくれるとおもう .78 3.20 0.90
８．いっしょに学んでいる友だちのことを好きだとおもう .72 3.25 0.86
７．学年にかかわらず仲良くできている .61 3.51 0.79

F1 .87 .80
F2 .90
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と６年生より高かった。
　関係性欲求の充足については、性別の主効果
（F（1，407）＝14.62，p＜.001，偏η２＝.03）、学
年の主効果（F（3，407）＝7.75，p＜.001，偏η２

＝.05）が有意であった。交互作用（F（3，407）
＝2.53，n.s.，偏η２＝.02）は有意ではなかった。
性別の主効果については、男子より女子が高
く、学年の主効果については、３年生が４年
生、５年生、６年生より高かった。
縦割り学級における心理的欲求の充足と縦割り
学級の楽しさ
　縦割り学級における心理的欲求の充足と縦割
り学級の楽しさとの関連を検討した（Table５）。
学年ごとに、学校の楽しさと３つの心理的欲求
の充足との相関係数を算出した。その結果、す
べての学年で、３つの心理的欲求の充足が縦割
り学級の楽しさと正の関連を示した。次に、学
年ごとに、性別と３つの心理的欲求の充足を説
明変数とする重回帰分析を行った。３年生にお
いては、有能感欲求の充足が正の関連を示し
た（β＝.42，p＜.01）。４年生においては、自律
性欲求の充足が正の関連を示した（β＝.41，p
＜.01）。５年生においては、自律性欲求の充足
が正の関連を示した（β＝.40，p＜.01）。６年

生においては、自律性欲求の充足（β＝.33，p
＜.001）と関係性欲求の充足（β＝.30，p＜.01）
が正の関連を示した。

考察
　本研究では、縦割り学級における心理的欲
求の充足を測定する尺度を作成した。自己決
定理論（Deci & Ryan, 2016）の枠組みから、自律
性欲求、有能感欲求、関係性欲求の３つを想定
し、縦割り学級においてそれぞれの欲求がどの
程度充足されているかを尋ねた。確認的因子分
析において、３つの心理的欲求の充足を想定す
るモデルの適合度は高く、３つの下位尺度から
なる尺度の妥当性を支持する結果が得られた。
また、心理的欲求の充足を示す１因子を想定す
るモデルよりも、３つの心理的欲求の充足を想
定するモデルの方が適合度が高かったため、本
研究で作成された尺度では、３つの心理的欲求
をある程度弁別して捉えることができるとい
える。しかし、３つの心理的欲求の充足間に
は、.61から.71という比較的強い相関がみられ
たことから、３つの心理的欲求は同時に充足さ
れることが多いものと考えられる。縦割り学級
においては、どれかの心理的欲求が単独で充足

Table４　性別×学年ごとの縦割り学級における心理的欲求の充足得点

３年生 ４年生 ５年生 ６年生
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD

自律性欲求の充足 9.90 2.28 10.11 1.85 9.06 2.55 8.79 2.40 8.86 2.35 9.69 2.01 9.27 1.92 9.60 1.88
有能感欲求の充足 10.45 1.91 10.74 2.00 9.53 2.46 9.93 2.37 9.32 2.03 10.52 1.89 9.25 2.23 10.04 1.76
関係性欲求の充足 10.84 1.22 10.72 1.80 9.37 2.48 10.13 2.21 9.09 2.13 10.22 1.93 9.07 2.25 10.31 1.58

Table５　縦割り学級における心理的欲求の充足と楽しさとの関連

３年生 ４年生 ５年生 ６年生
r β r β r β r β

性別（男子＝１、女子＝２） −.03 −.08 −.01 −.02 .15 .06 .07 −.07
自律性欲求の充足 .39＊＊＊ .15 .48＊＊＊ .41＊＊ .43＊＊＊ .40＊＊ .49＊＊＊ .33＊＊＊

有能感欲求の充足 .44＊＊＊ .42＊＊ .40＊＊＊ .07 .33＊＊＊ −.07 .45＊＊＊ .07
関係性欲求の充足 .27＊＊ −.11 .38＊＊＊ .05 .34＊＊＊ .11 .46＊＊＊ .30＊＊

R２ .22＊＊＊ .25＊＊＊ .20＊＊＊ .33＊＊＊

＊＊p＜.01, ＊＊＊p＜.001
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されるだけでなく、自律性と同時に有能感や関
係性も感じられるような相互作用が生じている
と考えられる。
　縦割り学級における学年差を検討したとこ
ろ、いずれの欲求についても学年差がみられ
た。全体的な傾向として、３年生が高く、６年
生が低くなっていた。縦割り学級では、異学年
の児童が協同的に学ぶ場合に役割分担が生じ、
それぞれ異なる経験をすることになる。岡田
（2017）は、縦割り学級の話し合い活動場面に
おいて、高学年児童が他の学年の児童の発言を
促したり、質問をするなどとして、学級全体の
発話を展開させていく様子がみられたことを報
告している。高学年児童は、異学年からなる学
級全体の集団維持や運営的な側面に焦点化する
ため、やや心理的欲求の充足が低くなるのかも
しれない。ただし、学年差を示す効果量はそれ
ほど大きいものではなかった。学年の特徴だけ
でなく、個々の児童の経験に目を向けることが
重要であるといえる。
　縦割り学級における心理的欲求の充足は、縦
割り学級の楽しさと関連していた。この点は先
行研究（Deci & Ryan, 2016; Reis et al., 2000）と一
致するものである。ただし、学年によって関連
の強い心理的欲求の側面は異なっていた。４年
生から６年生においては、自律性欲求の充足が
関連し、３年生では有能感欲求の充足が関連し
ていた。また、６年生では関係性欲求の充足も
関連していた。協力校での縦割り学級における
活動では、児童が自らプロジェクトを企画し、
実施していくものである（岡田他，2016）。そ
のため、話し合いが重要になり、そのなかで児
童が自らの意見を表明することになる。特に、
学年が上の児童は話し合いをまとめる役割を担
いつつも、プロジェクトを進めるための発言を
行う。この経験が、縦割り学級の楽しさを規定
していると考えられる。一方、比較的年少であ
る３年生にとっては、縦割り学級において他の
学年とかかわること自体がチャレンジングなも
のとなる。そのなかで、効果的に学級の仲間と
かかわることができたという有能感欲求が充足
される経験が、縦割り学級の楽しさを高めてい

ると考えられる。６年生で関係性欲求の充足の
効果は、学級全体のマネージメントの意味合い
をもっていると推察される。６年生にとって
は、話し合いや活動を先導していく過程で、学
級内の児童が学年にかかわらず仲良くできてい
ると感じられるときに、縦割り学級を楽しいも
のとして経験するのであると考えられる。
　本研究で作成された尺度は、異学年集団から
なる縦割り学級を児童がどのように経験するか
を、心理的欲求の充足という点からとらえるこ
とを可能にするものである。学校現場におい
て、異学年集団での活動はより多様なかたちで
さらに展開されていくと考えられる。そのなか
で、児童が異学年集団での活動をどのように経
験しているかを把握するうで、心理的欲求の視
点は有用であるといえる。そのうえで、以下の
２点が今後の課題である。１つ目に、本研究で
作成した尺度の妥当性を検討することである。
今回は、確認的因子分析を用いて因子的妥当性
を確認したが、他の概念との関連などの構成概
念妥当性については検討できていない。２つ目
に、具体的にどのような学習状況や教授方法
が、縦割り学級における心理的欲求を充足する
かを検討することである。
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